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兵庫県芸術文化協会
令和 2年 4月号

題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

令和₂年度

兵庫県芸術文化協会

各事業のご案内

昨年ののじぎくサロンコ
ンサートの様子

井茂　圭洞 氏

　

令
和
二
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
の
「
す
ず

か
け
」
も
文
化
功

労
者
の
井
茂
圭
洞

先
生
に
題
字
の
揮

毫
を
お
願
い
し
、

装
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
芸
術
文
化

協
会
の
事
業
は
も
と
よ
り
、

多
く
の
芸
術
文
化
事
業
が
中

止
ま
た
は
延
期
さ
れ
て
い
ま

す
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
催

し
が
な
く
な
る
の
は
非
常
に

寂
し
い
限
り
で
す
。
そ
の
一

方
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆

さ
ん
の
公
演
の
場
が
な
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
、
死
活
問
題
だ
と
お
っ

し
ゃ
る
方
も
多
数
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
私

た
ち
は
芸
術
文
化
こ
そ
が
心

の
癒
し
を
も
た
ら
す
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
引
き
続
き
様
々
な
芸
術
文

化
活
動
が
行
わ
れ
る
か
ど
う

か
と
い
う
大
き
な
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

安
全
、
安
心
の
た
め
に
様

々
な
事
業
を
自
粛
す
る
こ
と

は
や
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
安

心
し
て
活
動
で
き
る
時
期
が

来
る
ま
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

皆
さ
ん
に
は
何
と
か
踏
ん
張

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し

て
、
芸
術
文
化
を
愛
さ
れ
る

読
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
従
来

に
も
増
し
て
芸
術
文
化
事
業

に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆
さ

ん
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

　

令
和
二
年
度
も
兵
庫
県
芸

術
文
化
協
会
は
魅
力
あ
ふ
れ

る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　
（
Ｒ
・
Ｙ
）

　

こ
の
賞
は
、
音
楽
、
舞
踊
、

美
術
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、

ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ

ン
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
、

将
来
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
新
進
・
若
手
芸
術
家
と
、
サ

ロ
ン
の
企
画
・
運
営
に
協
力
の

あ
っ
た
指
導
者
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

部
門
で
は
陶
芸
家
の
竹
内
剛
さ

ん
と
チ
ェ
ロ
奏
者
の
皆
川
隼
人

さ
ん
が
、
協
力
者
部
門
で
は
写

真
家
の
柳
原
香
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
、
兵
庫
県
民
会
館

７
階
亀
の
間
に
て
３
月
３
日
㈫

に
行
わ
れ
、
表
賞
状
及
び
副
賞

の
出
石
焼
の
花
瓶
（
永
澤
永
信

氏
作
）
が
、
当
協
会
会
長
の
井

戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
よ
り
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
竹
内
さ
ん

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

◆
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
部
門
◆

竹
内 

剛
さ
ん

（45）
陶
芸
（
神
戸

市
）
＝
「
新
進
・
選
抜
プ
ラ
ス
」

に
出
品
実
績
が
多
数
あ
り
、
日

展
や
日
本
現
代
工
芸
展
に

も
毎
年
出
品
。
入
賞
・
入

選
を
多
数
獲
得
さ
れ
て
い

ま
す
。
考
案
し
た
「
空
間

象
嵌
」
と
い
う
技
法
は
と

て
も
高
度
な
技
術
が
必
要

で
、
将
来
一
層
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇

皆
川 

隼
人
さ
ん

（30）
チ
ェ

ロ
（
芦
屋
市
）
＝
「
新
進

芸
術
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー

ズ
」
や
「
さ
わ
や
か
ス
テ

ー
ジ
」
を
中
心
に
出
演
実
績
が

多
数
あ
り
、
確
か
な
技
術
力
と

人
々
を
魅
了
す
る
豊
か
な
表
現

力
に
よ
る
演
奏
か
ら
、
将
来
一

層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆
協
力
者
部
門
◆

柳
原 

香
さ
ん

（67）
写
真
（
神
戸

市
）
＝
「
サ
ロ
ン
内
展
示
」
や

「
新
進
・
選
抜
プ
ラ
ス
」、「
特

別
展
示
」
な
ど
の
サ
ロ
ン
展
示

事
業
に
お
い
て
、
兵
庫
県
写
真

作
家
協
会
委
員
長
と
し
て
毎
回

展
示
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
担
当
す

る
な
ど
、
新
進
作
家
へ
の
多
大

な
協
力
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

竹内 剛さん皆川 隼人さん柳原 香さん

ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
賞
受
賞
者
決
定

竹た
け
う
ち内　

剛つ
よ
しさ
ん
︵
陶
芸
家
︶

皆み
な
か
わ川　

隼は
や
と人

さ
ん
︵
チ
ェ
ロ
奏
者
︶

柳や
な
ぎ
は
ら原　

香か
お
るさ

ん
︵
写
真
家
︶

前列左から３人目より竹内さん、井戸会長（兵庫
県知事）、皆川さん、柳原さん ほか来賓の皆様

  第35回

鈴懸の径絵画展
作品募集

　

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
で

は
、
道
行
く
人
が
気
軽
に
絵
画

を
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
鈴

懸
の
径
絵
画
展
」
を
今
年
も
６

月
に
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
美
術
愛
好
家
か
ら
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

【
テ
ー
マ
】「
兵
庫
の
風
物
を
描

く
」〈
兵
庫
県
内
の
風
物
〉「
花

を
描
く
」〈
花
は
地
域
の
制
限

な
し
〉

【
会
期
】
６
月
17
日
㈬
～
20
日

㈯【場
所
】
兵
庫
県
民
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
２
階
展
示
室
、
入
賞

作
品
の
一
部
を
県
民
会
館
前
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
に
展
示
（
雨
天
時

は
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

展
示
）

【
部
門
】
日
本
画
（
水
墨
画
含

む
）、
洋
画
（
水
彩
画
含
む
）

【
規
格
】
４
～
10
号
（
作
品
サ

イ
ズ
最
大
縦
、
横
53
㎝
以
内
、

額
装
含
ま
ず
）

【
応
募
資
格
】
15
歳
以
上
。
本

人
が
描
い
た
未
発
表
の
絵
画
作

品
（
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き

ま
す
）

【
出
品
料
】
一
作
品
あ
た
り
、

19
歳
以
上
４
０
０
０
円
、
15
～

18
歳
１
０
０
０
円
（
出
品
料
は

５
月
31
日
㈰
、
搬
入
時
作
品
受

付
の
際
に
直
接
お
支
払
い
く
だ

今
月
か
ら「
す
ず
か
け
」の
題
字
が
変
わ
り
ま
し
た

　

書
家
で
文
化
功
労
者
の
井

茂
圭
洞
氏
に
本
紙
「
す
ず
か

け
」
の
題
字
を
揮
毫
い
た
だ

き
ま
し
た
。
井
茂
氏
か
ら
は

「『
す
ず
か
け
』
と
い
う
四
文

字
を
書
く
時
に
、
腕
の
力
や

自
分
の
技
量
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
毛
筆
の
持
つ
微
妙
な
弾
力

の
変
化
に
委
ね
ま
し
た
。
そ
う

す
る
こ
と
で
曲
線
の
妙
を
生
か

し
た
、
豊
潤
で
伸
び
伸
び
と
し

た
題
字
を
製
作
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

井
茂
圭
洞
＝
昭
和
11
年
生
ま

れ
。
神
戸
市
出
身
。
昭
和
29
年

よ
り
深
山
龍
洞
氏
に
師
事
。
平

成
元
年
に
兵
庫
県
文
化
賞
、
平

成
13
年
に
日
展
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
。
平
成
30
年
文
化

功
労
者
。
現
在
、
日
本
藝
術

院
会
員
、
日
展
副
理
事
長
、

京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
、

読
売
書
法
会
最
高
顧
問
、
日

本
書
芸
院
最
高
顧
問
、
全
国

書
美
術
振
興
会
名
誉
顧
問
、

全
日
本
書
道
連
盟
名
誉
顧

問
、
兵
庫
県
書
作
家
協
会
顧

問
、
一
東
書
道
会
会
長
、
日

本
書
道
ユ
ネ
ス
コ
登
録
推
進

協
議
会
副
会
長
。

さ
い
）

【
申
込
方
法
】
所
定
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
郵
送
ま
た
は
直
接
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
当

協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
応
募
期
間
】
５
月
20
日
㈬
ま

で【賞
】鈴
懸
大
賞
、
兵
庫
県
知
事

賞
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
】
兵

庫
県
芸
術
文
化
協
会
「
鈴
懸
の

径
絵
画
展
」
係
☎
０
７
８
・
３

２
１
・
２
０
０
２

　

令
和
２
年
度
の
兵
庫
県
芸
術

文
化
協
会
の
事
業
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
友
の
会
会
員
の
皆
様
は

割
引
価
格
で
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

■
生
活
文
化
大
学　

全
10
講
座

の
中
か
ら
今
年
度
特
に
お
す
す

め
の
３
講
座
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
本
紙
２
面
に
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

伝
統
芸
能
講
座
／
歌
舞
伎
の
魅

力
や
演
目
の
見
ど
こ
ろ
を
事
前

学
習
講
座
で
学
ん
だ
後
、
七
月

大
歌
舞
伎
、
寿
初
春
大
歌
舞
伎

の
両
公
演
を
鑑
賞
講
座
と
し
て

実
施
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
理

解
し
て
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
３
年
２
月
の
十
三
代
目
市

川
團
十
郎
白
猿
襲
名
披
露
公
演

チ
ケ
ッ
ト
も
斡
旋
予
定
で
す
。

※
鑑
賞
講
座
は
別
途
要
実
費
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
に
親
し
む
／
こ
れ

ま
で
の
座
学
中
心
の
講
座
か

ら
、
風
か
お
る
さ
ん
や
山
田
直

毅
さ
ん
な
ど
、
第
一
線
で
活
躍

す
る
プ
ロ
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手

が
複
数
回
の
講
座
を
担
当
し
、

実
践
を
交
え
た
講
義
で
、
よ
り

シ
ャ
ン
ソ
ン
に
親
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
り
ま

し
た
。

音
楽
鑑
賞
講
座
／
昨
年
大
好
評

だ
っ
た
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
の
楽

器
紹
介
や
演
奏
の
ほ
か
、
中
国

二
胡
や
揚
琴
の
演
奏
、
め
っ
た

に
聞
け
な
い
世
界
の
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
の
裏
話
な
ど
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
音
楽
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
講
座
で
す
。

■
の
じ
ぎ
く
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト　

11
月
7
日
㈯
＝
林 

美
智

子
リ
サ
イ
タ
ル

県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
佐

渡
裕
芸
術
監
督
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

オ
ペ
ラ
で
お
な
じ
み
の
メ
ゾ
・

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
林
美
智
子
さ

ん
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま

す
。気
品
漂
う
兵
庫
県
公
館（
迎

賓
館
）
で
至
高
の
歌
声
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
旅
の
企
画
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
収
束
の
状
況
を
見
極
め
た
上

で
、
順
次
本
紙
面
で
発
表
し
ま

す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

■
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

現

在
、
友
の
会
会
員
ご
紹
介
＆
新

規
ペ
ア
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
中
で
す
。
詳
細
は
２
面
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

『第34回鈴懸の径絵画展』の受賞作品を、兵庫県芸
術文化協会【友の会会員証】と【兵庫県生活文化大
学募集案内】に掲載させていただきました

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る
状
況

を
受
け
、
本
紙
掲
載
中
の
各
展
覧
会
・
公
演
が
中
止
・
延

期
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
開
催
状
況
に
つ
い
て
各

イ
ベ
ン
ト
主
催
者
ま
た
は
会
場
に
ご
確
認
の
上
、
お
出
か

け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
▽　

お
知
ら
せ　

△
△



※募集する講座は、学校教育法に基づく大学等ではありません。
● 各講座とも事前にお問い合わせのうえ、お申し込みください。
● すべての講座は、途中の回からでもお申込みできます。
● 都合により、日時・会場・講師・内容を変更する場合があります。
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文化振興部

http://hyogo-arts.or.jp

（
公
財
）
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
₆
₅
₀
︲
₀
₀
₁
₁
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
₄
︲
16
︲
₃

お申し込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　

０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXshinkoubu@
hyogo-arts.or.jp

メール

音楽鑑賞講座

実施日 講 座 内 容 講師

① ₅ /14㈭

シャンソンでもっと綺麗に！
もっと素敵に！Ⅰ

「オー・シャンゼリゼ」
シャンソンでシェイプアップ

（ストレッチ編） 一般社団法人
日仏友好

シャンソン
KAKEHASHI

代表理事
風　かおる

② ₆ /1₈㈭
シャンソンでもっと綺麗に！
もっと素敵に！Ⅱ

「バラ色の人生」もっと美しい声に

③ ₇ /₃₀㈭
シャンソンでもっと綺麗に！
もっと素敵に！Ⅲ

「永遠の絆」シャンソンでメンタル（絆編）

④ ₉ /1₀㈭ 奥深いシャンソンの発声･実践編Ⅰ
シャンソン歌手
山田　直毅

⑤ 1₀/ ₈ ㈭ 奥深いシャンソンの発声･実践編Ⅱ

⑥ 11/1₂㈭ 情感を込めて歌うシャンソンⅠ
課題曲に、情感を込めて

シャンソン歌手
拵井　加代子

⑦ 1₂/ ₃ ㈭ 情感を込めて歌うシャンソンⅡ
お好きな曲に、情感を込めて

⑧ 1 /₂₈㈭ サセパリとロマンス
左岸派のシャンソン、右岸派のシャンソン

NPO法人
関西シャンソン協会

理事長 ヤスコWild

シャンソンに親しむ
プロデュース／河内厚郎（文化プロデューサー）

◆受講料（年間）会員₁₁，₀₀₀円 一般₁₅，₀₀₀円
◆会場　兵庫県民会館₃階₃₀₃号室（₅月、₇月は₁₀階 福の間）
◆時間　₁4時～₁₅時₃₀分

伝統芸能講座

～新進芸術家に発表の場を！！～

新進芸術家育成プロジェクト
リサイタルシリーズ

兵庫県民会館けんみんホールで開催
田中 郷子

₄　

月

Ｖ
ｏ
ｌ
．
₃₆

田
中
郷
子 

ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ

イ
タ
ル 

～
わ
か
れ
う
た
４

０
４
年
～

【
日
時
】
４
月
24
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ソ
プ
ラ
ノ
／
田
中

郷
子
、
ピ
ア
ノ
／
内
藤
雪
子

田
中
郷
子
＝
大
阪
音
楽
大
学

卒
業
。
神
戸
大
学
大
学
院
修

了
。
平
成
22
年
度
ひ
ょ
う
ご

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
賞
受

賞
。
２
０
１
０
年
メ
ル
シ
ン

国
際
音
楽
祭
出
演
。
京
都
市

交
響
楽
団
を
は
じ
め
多
く
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ソ
リ
ス
ト

と
し
て
共
演
。
こ
れ
ま
で
に

９
个
国
で
公
演
を
行
う
。
現

在
、
兵
庫
県
立
西
宮
高
等
学

校
音
楽
科
講
師
。

【
予
定
曲
目
】
モ
ン
テ
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
／
オ
ペ
ラ
『
ア
リ
ア

ン
ナ
』
よ
り
「
ア
リ
ア
ン
ナ

の
嘆
き
」
ほ
か

【
入
場
料
】一
般
２
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
柳
ひ
と
み

（
専
正
池
坊
）

₅　

月

Ｖ
ｏ
ｌ
．
₃₇

堀 

裕
貴 

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ

ル 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
２

５
０
周
年
記
念 

オ
ー
ル
・
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン・
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
日
時
】
５
月
28
日
㈭
19
時

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
堀
裕
貴

　

兵
庫
県
立
西
宮
高
等
学
校

音
楽
科
を
卒
業
後
渡
欧
。
オ

ー
ス
ト
リ
ア
国
立
ザ
ル
ツ
ブ

ル
ク
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ
ム

音
楽
表
象
芸
術
大
学
ピ
ア
ノ

演
奏
科
卒
業
、
ド
イ
ツ
国
立

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
音
楽
演
劇
大
学

大
学
院
を
最
優
秀
で
修
了
。

第
12
回
イ
タ
リ
ア
・
パ
ド
ヴ

ァ
市
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

の
ピ
ア
ノ
部
門
に
入
賞
。
神

戸
音
楽
家
協
会
、
西
宮
音
楽

協
会
各
会
員
、
全
日
本
ピ
ア

ノ
指
導
者
協
会
演
奏
会
員
、

日
本
演
奏
連
盟
正
会
員
。

【
予
定
曲
目
】
ピ
ア
ノ
・
ソ

ナ
タ
第
８
番
ハ
短
調 

作
品

13
「
悲
愴
」、
ピ
ア
ノ
・
ソ

ナ
タ
第
23
番
ヘ
短
調 

作
品

57
「
熱
情
」
ほ
か

【
入
場
料
】
３
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
草
月
流

₆　

月

Ｖ
ｏ
ｌ
．
₃₈

蔭
山
晶
子 

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
６
月
19
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
／

蔭
山
晶
子
、
ピ
ア
ノ
／
河
内

仁
志

蔭
山
晶
子
＝
兵
庫
県
立
西
宮

高
等
学
校
音
楽
科
、
大
阪
音

楽
大
学
音
楽
学
部
器
楽
学
科

卒
業
。こ
れ
ま
で
に
小
川
哲
生
、

岩
國
晃
子
の
各
氏
に
師
事
。

現
在
オ
オ
サ
カ
・
シ
オ
ン
・

ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
。
神
戸

女
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
。

Ｃ
Ｄ「
椿
姫
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

が
音
楽
誌「
レ
コ
ー
ド
芸
術
」

の
準
特
選
盤
に
選
出
。

堀　裕貴

蔭山　晶子

【
予
定
曲
目
】
Ｒ
．
シ
ュ
ー

マ
ン
／
３
つ
の
ロ
マ
ン
ス 

作
品
94
、
Ｅ
．
ボ
ザ
／
イ
タ

リ
ア
幻
想
曲 

ほ
か

【
入
場
料
】
２
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
小
原
流

◇
◆
◇

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】当
協
会
「
新

進
芸
術
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
係
☎
０
７
８
・
３
２
１

・
２
０
０
２

＊
当
協
会
友
の
会
会
員
は
入

場
料
１
割
引
に
な
り
ま
す
。

★
抽
選
で
各
リ
サ
イ
タ
ル

の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
組
₁₀
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

★
友
の
会
会
員
を
別
途
ご

招
待
。
各
リ
サ
イ
タ
ル
お

一
人
様
2
枚
ま
で
。

応
募
方
法
は
本
紙
３
面

４
月
10
日
㈮
必
着

共催／兵庫県音楽活動推進会議
◆受講料（年間）会員₁₆，₀₀₀円 一般₂₀，₀₀₀円
◆会場　兵庫県民会館 けんみんホール
◆時間　₁₀時～₁₁時₃₀分

プロデュース／河内厚郎（文化プロデューサー）
◆受講料（年間）会員₈，₀₀₀円 一般₁₂,₀₀₀円

※鑑賞講座③⑤⑧は別途要実費

◆会場　兵庫県民会館₃₀₃号室 ※鑑賞講座は各会場

◆時間　₁4時～₁₅時₃₀分 ※鑑賞講座は時間未定実施日 講 座 内 容 講師

① ₅ /₂₂㈮ コンドルは飛んで行く
～アンデスの民族音楽の魅力 PartⅡ～

和太鼓松村組
渡部 勝喜

② ₆ /₂₆㈮ 指揮者の語る音楽の楽しみ
二胡と揚琴　悠久の音色

鳴尾 牧子（二胡）
山本 敦子（揚琴）
神戸大学名誉教授
斉田 好男（聞き手）

③ ₇ /1₇㈮ リズムで遊ぼう！感じよう！
兵庫県音楽活動
推進会議代表

宮本 慶子（マリンバ）

④ ₉ /₂₅㈮
ピアノでおしゃべり！

名曲タイム PartⅡ
～ヴァイオリンとともに～

兵庫教育大学
非常勤講師

古川 知子（ピアノ）
木村　真理子

（ヴァイオリン）

⑤ 1₀/₂₃㈮ 團伊玖磨考
－ムソルグスキー展覧会の絵鑑賞会

大阪音楽大学教授
芹澤 佳司（ピアノ）
大阪音楽大学講師
安藝 榮子（ソプラノ）

⑥ 11/ ₇ ㈯
第1₀4回のじぎくサロンコンサート
林 美智子メゾ・ソプラノリサイタル

（会場：兵庫県公館）

※ チケット代は
受講料に含ま
れています

※14時開演予定

⑦ 11/₂₇㈮ ベートーヴェン生誕₂₅₀年
ピアノ曲から人柄を探る

大阪音楽大学講師
伊藤 勝（ピアノ）

⑧ 1₂/1₈㈮ 体幹の声・そのⅡ「ベルカント」 大阪音楽大学講師
安藝 榮子（ソプラノ）

⑨ 1 /₂₂㈮ 能と能面の話し
生きがい創造協会

名誉講師
岩崎 拓治

⑩ ₂ /1₂㈮
知られざる世界のピアノコンクール
コンクール博士がわかりやすく

演奏も交えて解説！

ピアニスト
・音楽博士
崎谷 明弘

実施日 講 座 内 容 及 び 講 師 会場

① ₅ /₂₃㈯
平成₂₉年度文化庁芸術祭賞
優秀賞『土蜘蛛』
兵庫ゆかりの作曲家 宮城道雄の世界
講師：河内厚郎（文化プロデューサー） 県民会館

② ₆ /₂₇㈯
七月大歌舞伎のみどころについて
講師：川島靖男
           関西・歌舞伎を愛する会　事務局長

③ ₇ 月
︵日程未定︶【鑑賞講座】七月大歌舞伎 大阪松竹座

④ ₉ /1₉㈯
『土蜘蛛』の魅力について
講師：梅若基徳（能楽師）

（一財）日本伝統芸術文化財団 代表理事
県民会館

⑤ 1₀/₂4㈯【鑑賞講座】ひょうご能『土蜘蛛』
兵庫県立
芸術文化
センター

阪急中ホール

⑥ 11/₂₈㈯

歌舞伎を育んだ道頓堀と
私設ミュージアムの挑戦
講師：山根秀宣
道頓堀ミュージアム並木座 仕掛人/
大阪まちプロデュース主宰

県民会館

⑦ 1₂/1₉㈯
壽初春大歌舞伎と十三代目市川團十郎
白猿襲名披露公演のみどころについて
講師：河内厚郎（文化プロデューサー）

県民会館

⑧ 1 月
︵日程未定︶【鑑賞講座】壽初春大歌舞伎 大阪松竹座

5 月
スタート

兵庫県生活文化大学
受講生を募集しています

　

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
友

の
会
に
、
ご
友
人
や
ご
家
族

の
方
を
誘
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
ま
た
こ
の
機
会
に
ご
一

緒
に
入
会
し
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
お
友
達
や
ご
家
族
を
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
会
員
様
と

紹
介
に
よ
り
新
規
入
会
さ
れ

た
方
に
、
そ
し
て
新
た
に
ペ

ア
で
入
会
さ
れ
た
お
二
人
に
、

当
協
会
が
実
施
す
る
田
辺
眞

人
先
生
の
「
地
域
と
暮
ら
し

の
兵
庫
学
」
ま
た
は
「
兵
庫

県
生
活
文
化
大
学
」
全
10
講

座
（
音
楽
鑑
賞
講
座
「
の
じ

ぎ
く
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

と
、
伝
統
芸
能
講
座
「
鑑
賞

講
座
」
は
除
く
）
の
い
ず
れ

か
１
回
が
受
講
で
き
る
無
料

聴
講
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

※
無
料
聴
講
券
を
ご
利
用
の

場
合
は
、
必
ず
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。
定
員
に
達
し
た

場
合
は
受
付
を
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

当
協
会
文
化
振
興
部
「
友
の

会
」
係
☎
０
７
８
・
３
２
１

・
２
０
０
２

友
の
会
特
典
が増え

ま
し
た

★
兵
庫
県
立
美
術
館
２
階

「
ブ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン　

フ
ォ
ル
テ
シ
モ
」
の
ご
飲
食

代
金
が
10
％
割
引

★
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
㈱
神

戸
支
店
の
国
内
・
海
外
旅
行

の
対
象
商
品
が
３
％
割
引

各
店
舗
へ
ご
来
店
の
際
に
は

会
員
証
の
提
示
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ブッフェレストラン
フォルテシモ

    

伝
統
文
化
　
　
　
　
体
験
教
室

「
日
舞
の
ス
ス
メ
」
参
加
者
募
集

　

小
中
高
生
の
親
子
を
対
象

と
し
た
日
本
舞
踊
の
入
門
講

座
で
す
。
基
本
的
な
型
を
曲

に
合
わ
せ
て
講
師
の
振
り
を

見
な
が
ら
舞
い
ま
す
。
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と
お

孫
さ
ん
の
ペ
ア
も
大
歓
迎
。

【
日
時
】
５
月
23
日
㈯
13
時

30
分
～
15
時
30
分

【
講
師
】
兵
庫
県
舞
踊
文
化

協
会
役
員

【
募
集
人
員
】５
組
10
名
（
先

着
順
）
※
小
中
高
生
と
そ
の

保
護
者

【
場
所
】
兵
庫
県
公
館　

和

風
会
議
室
（
楠
園
亭
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
方
法
】
氏
名
、
〒
、

住
所
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、

年
齢
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
か
電
話
で
当
協
会
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
ご

自
身
の
着
物
か
浴
衣
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

友の会会員ご紹介
＆

新規ペア入会キャンペーン

講座の無料聴講券をプレゼント！親
子



毎月 1 回 1 日発行すずかけ・4月号⑶　令和 ₂ 年 4 月 1 日

物 情 報催 イベントガイド
但馬

丹波
阪神北

阪神南

中播磨

淡路

西播磨

東播磨
北播磨
神戸

①希望プレゼント名②希望枚数（2枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メッセージを明記し、ハ
ガキかFAXで送付。
＊先着または、応募締切後に抽選。当選者の
発表は、発送をもってかえさせていただきます。

＊応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵
庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発
送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

〒₆₅0ー0011 神戸市中央区下山手通4－1₆－₃
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係

FAX　078︲321︲2139

プレゼントのご応募について

☆記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。
　割引は原則として本人のみ適用。

㊐＝開催日、㊡＝休館日
○時＝開館時間、○料＝入場（館）料金
○内＝内容、出＝出演者・団体
○場＝会場、問＝問い合わせ先

兵庫県民アートギャラリー
☎078・321・2131

ひょうごアーティストサロン
☎078・321・2005

していただく方を募集しています。募
集部門／ピアノ・ヴァイオリン・ヴィ
オラ・チェロ・コントラバス・フルー
ト・オーボエ・クラリネット・ファゴ
ット・トランペット・ホルン・声楽、
参加資格／不問（中学生以下の方は要
保護者同伴）、オーディション日程／6
月14日㈰、会場／兵庫県南あわじ市湊
地区公民館、参加料／5000円（納入後
返金不可）、募集締切／5月25日㈪必着、
申込み方法など詳細は南あわじ市HP
（https://www.city.minamiawaji.
hyogo.jp/）をご覧ください。問音楽
によるまちづくり実行委員会事務局☎
0799・43・5232
■春のカーニバル
㊐5月17日㈰まで○時9時30分～17時（入
園は16時まで）㊡会期中無休○料大人
450円、65歳以上210円、中学生以下無
料○内次々と見ごろを迎える花々の開花
にあわせ「春のカーニバル」が開催中
です。期間中の土日祝にはオランダ衣
装体験など様々なイベントを実施予
定。○場淡路島国営明石海峡公園問明石
海峡公園管理センター☎0799・72・
2000

県　　外（大阪）
■特別展「香のいろは―道具とたどる
香文化」
㊐4月4日㈯～5月31日㈰○時10時～17時、
4月23日㈭、5月28日㈭は19時30分まで。
入館は閉館の30分前まで。㊡月曜日（た
だし5月4日は開館）、4月30日㈭○料一般
1000円、大高生600円、中小生300円○内
日本で花開いた香文化を、香道具の使
い方を切り口として「いろは」から丁
寧に紹介する展覧会です。香の原料と
なる香木や香料も展示。香料の匂いを
試せるコーナーを設け、古より親しま
れてきたかおりに触れ、脈々と受けつ
がれてきた香文化を体感していただけ
ます。○場問中之島香雪美術館☎06・
6210・3766

　　 フランス絵画の精華　ルネ・ユイ
グのまなざし

㊐4月11日㈯～6月14日㈰○時9時30分～
17時、入館は閉館の30分前まで㊡月曜
日、ただし5月4日は開館○料一般1400円、
大高生900円、中学生以下無料○内17世
紀の「大様式」と名づけられた古典主義
から、18世紀のロココ、19世紀の新古
典主義、ロマン主義を経て印象派誕生
前夜にいたるまで、フランス絵画の最
も偉大で華やかな時代の作品を紹介し
ます。ヴェルサイユ宮殿美術館や大英
博物館など20館以上の美術館から大集
結。○場大阪市立美術館問大阪市総合コ
ールセンター☎06・4301・7285

土曜日は20時まで。入場は閉館の30分
前まで㊡月曜日、ただし祝休日の場合
は翌平日○料一般700円、大学生550円、
70歳以上350円、高校生以下無料☆友
の会会員は550円○内大小様々な病歴を
持つ横尾の「病気」にまつわる作品や、
病床での日記、入院中のスケッチなど
を紹介します。

神　　　　　戸
　　 《婦人像》受贈記念　小磯良平作

品選Ⅰ
㊐4月10日㈮～7月12日㈰○時10時～17
時、入館は閉館の30分前まで㊡月曜日
（ただし5月4日は開館）、5月7日㈭○料一
般200円、大学生100円、高校生以下無
料☆友の会会員は160円○内小磯良平氏
が女優・八千草薫さんを描いた作品が
特集展示されます。昨年10月に亡くな
られた女優・八千草薫さんが遺贈した
肖像画のほか、八千草さんをモデルに
制作した週刊誌の表紙原画やその資
料、エピソードなども紹介。○場問神戸
市立小磯記念美術館☎078・857・5880
★5組10人に。10日㈮必着

阪　神　南 ・ 北
　　メスキータ展
　　㊐4月4日㈯～6月14日㈰○時10時～
17時、入館は閉館の30分前まで㊡水曜
日、ただし4月29日、5月6日は開館し
翌平日休館○料一般1000円、大高生600
円、中小生400円☆友の会会員は800円
○内19世紀末から20世紀初頭のオランダ
で活躍した画家、版画家、デザイナー
であるサミュエル・イェスルン・デ・メ
スキータ(1868-1944)。ユダヤ人であ
った彼は、ナチスによって家族もろと
も拘束されアウシュビッツで殺されま
すが、アトリエに残された膨大な作品
の一部は、だまし絵で知られる

M.C.エッシャーや友人たちが決死の
思いで救い出し、戦時中も命懸けで守
り抜きました。本展は2019年東京ステ
ーションギャラリーにおいて日本初の
回顧展として開催された展覧会の巡回
展です。○場問西宮市大谷記念美術館☎
0798・33・0164★5組10人に。10日㈮
必着

東 ・ 北　播　磨
■特別企画展　追悼 小林欣子展 第一
章 風の章、刻（とき）の章
㊐4月11日㈯～5月6日（水・祝）○時10時
～17時、最終日は16時まで㊡水曜日（た
だし4月29日、5月6日は開館）、4月30
日㈭○料無料○内昨年亡くなった洋画家・
小林欣子氏（平成23年度亀高文子記念
赤艸社賞受賞者）の油絵展の第一弾。
○場森の風美術館問兵庫県立三木山森林
公園 管理事務所☎0794・83・6100

中 ・ 西　播　磨
■企画展「自然を見つめる」
㊐5月17日㈰まで○時10時～18時、入館
は閉館の30分前まで㊡月・火曜日、た
だし5月4日、5月5日は開館○料一般300
円、中学生以下無料○内様々な画家が描
く日本の美しい自然を描いた風景絵画
を 展 示。 同 時 開 催 の「 唐 津
-KARATSU-」展では人間国宝 十二
代中里太郎右衛門を始めとする唐津の
作品が一挙に展示されます。○場問三木
美術館☎079・284・8413

但　　　　　馬
■「みかた南部高原まつり」～第21回
全国しゃくなげ公園祭り～
㊐5月3日（日・祝）○時9時～14時○料無料
○内当園では毎年4月下旬から5月下旬に
かけて、全国各地（北は北海道、南は
鹿児島）から寄せられた約7，000本の
しゃくなげの花が色鮮やかに咲き乱れ
ます。開花期間中に行われる祭りでは
『ひしゃく』を投げた距離を競うユニ
ークなイベントも。○場全国石楠花公園
問香美町小代観光協会☎0796・97・
2250
■巡回展「キョウコのときめく石の世
界展」
㊐4月23日㈭～5月10日㈰○時9時～17時
㊡水曜日、ただし4月29日、5月6日は
開館し翌平日休館○料無料○内鳥取砂丘ビ
ジターセンターで好評だった本企画
展。山陰海岸ジオパークの地面の下も、
偏光顕微鏡を通してみると色彩豊かな
世界が広がります。普段知ることので
きない「石」について知ることができ
る展示です。○場香美町立ジオパークと
海の文化館問山陰海岸ジオパーク推進
協議会☎0796・26・3739

丹　　　　　波
■第14回丹波焼の里 春ものがたり
㊐5月3日（日・祝）～5日（火・祝）○内
立杭陶の郷（☎079・597・2034）、兵
庫陶芸美術館（☎079・597・3961）、
こんだ薬師温泉ぬくもりの郷（☎079
・590・3377）の3館と、丹波焼各窯元
を会場に様々なイベントが開催されま
す。自由に見学できる開放工房やコン
サートなどイベントが盛りだくさん。
入場料などは各施設にお問い合わせく
ださい。

淡　　　　　路
■田中正平記念 第₉回南あわじ音楽祭 
オーディション参加者募集
9月6日㈰に『田中正平記念第9回南あ
わじ音楽祭』を開催するにあたり、東
京フィルをはじめ国内のトップクラス
のクラシック演奏家と同じ舞台で演奏

■西陣美術織 若冲動植綵絵展〈2階〉
㊐4月1日㈬～5日㈰○時10時～17時、初
日は12時～、最終日は～16時○料無料○内
織物、掛軸約50点
■第₃回青心会春華展〈1階〉㊐4月9日
㈭～12日㈰○時10時～17時、初日は13時
～、最終日は～16時○料無料ｄ書約30点
■公募 第41回太洋美術展〈2階〉㊐4月14
日㈫～19日㈰○時10時～17時、最終日は～
16時○料無料○内洋画、工芸、書ほか約100点
■鴎童会 第2₃回神戸展〈2階〉㊐4月
14日㈫～19日○時9時～18時、初日は13
時～、最終日は～16時○料無料○内日本画、
洋画、工芸約80点
■北川壽子 日本画展〈1階〉㊐4月23
日㈭～27日㈪○時10時～17時、最終日は
～15時30分○料無料○内日本画約40点
■きらりと輝くアート展〈2階〉㊐4月
28日㈫～29日（水・祝）○時10時～17時、
初日は13時～、最終日は～16時○料無料
○内絵画約50点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
〈1階ロビー〉エンキ 中国琵琶コンサー
ト㊐4月11日㈯14時○料無料出中国琵琶/
エンキ＊いけばな／成瀬香泉（知香流）
■兵庫二紀会選抜展
〈1階サロン内〉㊐4月2日㈭～5月30日
㈯○時10時～17時、最終日は～16時㊡水
・日曜日、4月20日㈪○料無料○内兵庫二
紀会の作家・嵐悠子、立谷知代の絵画

■松野真理 画業4₅年記念展〈東館1・
2階〉㊐4月1日㈬～5日㈰○時10時～18時、
最終日は～16時○料無料○内洋画、陶芸、
コラージュ、スクラッチ約50点
■第₆4回兵庫二紀展（第48回公募）〈本
館1・2階〉㊐4月12日㈰～19日㈰○時10
時～18時、最終日は～16時○料無料○内洋
画、彫塑約150点

■第14回アートラボ山上「春の制作展」
〈東館1・2階〉㊐4月14日㈫～19日㈰○時
10時～17時30分、初日は13時～、最終
日は～16時30分○料無料○内洋画約120点
■兵庫県美術家同盟同期会（201₇）展
〈東館1階〉㊐4月21日㈫～26日㈰○時10
時～17時、初日は13時～、最終日は～
16時○料無料○内洋画約40点
■明日への夢展　VOL.₆〈東館2階〉
㊐4月21日㈫～26日㈰○時10時～17時、
初日は15時30分～、最終日は～15時○料
無料○内書、洋画、水墨画約40点
■二十周年記念　奥宣憲の書〈本館1
階〉㊐4月22日㈬～26日㈰○時10時～17
時、最終日は～16時○料無料○内書約50点

■兵庫県立横尾救急病院展
㊐5月10日㈰まで○時10時～18時、金・

原田の森ギャラリー
☎078・801・1591

横尾忠則現代美術館
☎078・855・5607

小磯良平《婦人像》₁₉₅₆年 油彩・キャン
パス 4₅.₇×₃₇.₉cm 小磯記念美術館蔵

《ワシミミズク》　₁₉₁₅　木版　個人蔵
　Photo: J&M Zweerts

「丸隅立四ツ目紋散柳海棠蒔絵香枕」
（江戸時代 ₁₇～₁₈世紀）洛東遺芳館

ニコラ・プッサン　《コリオラヌスに哀訴
する妻と母》　₁₆₅₂-₁₆₅₃年頃
レザンドリー、ニコラ・プッサン美術館

ⒸChristophe Deronne

Ⓒ Ｃｈrｉｓtｏｐｈe Ｄerｏｎｎe

ポスター（デザイン：横尾忠則）

昨年の兵庫二紀展の会場風景
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兵庫県芸術文化協
会友の会会員は、
主催公演を1割引
で鑑賞できます（本
人のみ、事前電話
予約・要会員証）
アクセス
■ＪＲ宝塚線塚口駅
から徒歩約5分
■阪急神戸線塚口
駅から徒歩約8分
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５
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タ
リ
ア
合
奏
団
＆
村
治
佳
織（
ギ
タ
ー
）

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
屈
指
の
伝
統

あ
る
弦
楽
合
奏
団
と
美
人
ギ

タ
リ
ス
ト
村
治
佳
織
に
よ
る

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー

ト
。
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
か
ら

映
画
音
楽
ま
で
、
色
と
り
ど

り
の
曲
目
が
並
び
ま
し
た
！

休
日
の
昼
下
が
り
、
明
る
く

み
ず
み
ず
し
い
ス
ト
リ
ン
グ

ス
と
情
緒
豊
か
な
ギ
タ
ー
で

く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
時
を
。

【
曲
目
】モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
デ
ィ

ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト 

ヘ
長
調 

Ｋ
．
１
３
８
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
（
ガ

ン
バ
ロ
編
曲
）
／
歌
劇
「
ア
ル

ジ
ェ
の
イ
タ
リ
ア
女
」
序
曲
、

モ
リ
コ
ー
ネ
／
映
画
『
ニ
ュ
ー
・

シ
ネ
マ・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』よ
り「
愛

の
テ
ー
マ
」
★
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ

ィ
（
カ
ン
タ
ル
ピ
編
曲
）／
「
四

季
」
全
曲
（
ギ
タ
ー
編
曲
版
）

★【出
演
】
弦
楽
合
奏
／
新
イ
タ

リ
ア
合
奏
団
、
ギ
タ
ー
／
村
治村治 佳織

佳
織
★

【
日
時
】
９
月
27
日
㈰
14
時

【
場
所
】Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大

   

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
２
５
０
年
特
別
企
画

   

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
コ
ブ
リ
ン 

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

    

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
２
５
０
年
特
別
企
画

    

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ツ
ィ
メ
ル
マ
ン（
ピ
ア
ノ
）

                        

＆
ル
ツ
ェ
ル
ン
交
響
楽
団

　

こ
れ
ま
で
に
シ
ョ
パ
ン
・

コ
ン
ク
ー
ル
第
３
位
や
ヴ
ァ

ン
・
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
・
コ
ン

ク
ー
ル
優
勝
な
ど
で
輝
か
し

い
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
コ
ブ
リ
ン
も
現
在
は
40

代
に
差
し
掛
か
り
、
円
熟
の

と
き
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今

回
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
真

正
面
か
ら
取
り
組
む
と
い
う

特
別
な
機
会
。
真
珠
の
よ
う

に
粒
だ
っ
た
一
音
一
音
に
耳

を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。

【
曲
目
】〈
オ
ー
ル
・
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ 

第
８
番

「
悲
愴
」、
第
21
番
「
ワ
ル
ト

シ
ュ
タ
イ
ン
」、
第
22
番
、

第
23
番
「
熱
情
」

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
・
コ
ブ
リ
ン

【
日
時
】
10
月
３
日
㈯
14
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
３
０
０
０

円
、
Ｂ
席
１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

アレクサンダー・コブリン

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
生
ん
だ
偉

大
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
ツ
ィ
メ
ル
マ
ン
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
イ
ヤ
ー

に
ふ
さ
わ
し
く
、
２
曲
の
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
を
お
届
け
し
ま

す
。
歴
史
あ
る
ス
イ
ス
最
古

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ル
ツ
ェ

ル
ン
交
響
楽
団
率
い
る
指
揮

者
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ン
ジ
ャ
ン

と
と
も
に
、
風
格
の
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
を
！ 

【
曲
目
】〈
オ
ー
ル
・
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

ピ
ア
ノ
協
奏
曲 

第
４
番
、

交
響
曲 

第
４
番
、
ピ
ア
ノ

協
奏
曲 

第
５
番
「
皇
帝
」

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
ツ
ィ
メ
ル
マ
ン
、

指
揮
／
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ン
ジ

ャ
ン
、
管
弦
楽
／
ル
ツ
ェ
ル

ン
交
響
楽
団

【
日
時
】
11
月
15
日
㈰
17
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
１
５
０
０

０
円
、Ｂ
席
１
２
０
０
０
円
、

Ｃ
席
９
０
０
０
円
、
Ｄ
席
６

０
０
０
円
、
Ｅ
席
４
０
０
０

円
（
全
席
指
定
）

クリスチャン・ツィメルマンピーター・ウンジャンルツェルン交響楽団

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
４
０
０
０

円
、
Ｂ
席
３
０
０
０
円
、
Ｃ

席
２
０
０
０
円
、
Ｄ
席
１
０

０
０
円
（
全
席
指
定
）

Ⓒ 2018 Bartek Barczyk

桂 塩鯛

    

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
鑑
賞
劇
場

    

シ
ア
タ
ー
ス
タ
ー
ト 

民
族
芸
能
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

若
駒

「
は
る
な
つ
あ
き
ふ
ゆ　

あ
そ
ぼ
あ
そ
ぼ
」

    

兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団　

第
67
回
公
演

「
ス
カ
パ
ン
の
悪
だ
く
み
」

三坂賢二郎

　

赤
ち
ゃ
ん
と
大
人
が
一
緒

に
笑
顔
に
な
る
時
間
。
俳
優

が
乳
幼
児
に
も
な
じ
み
あ
る

小
動
物
に
扮
し
、
日
本
の
四

季
の
移
ろ
い
を
、
台
詞
に
寄

ら
ず
和
楽
器
の
生
演
奏
を
取

り
入
れ
て
表
現
し
ま
す
。
わ

ら
べ
唄
や
生
の
和
楽
器
も
心

地
よ
い
０
～
２
歳
を
対
象
に

し
た
作
品
。

【
構
成
・
演
出
】
つ
げ
く
わ

え【美
術
】
神
門
や
す
子

【
日
時
】
５
月
21
日
㈭
10
時

・
11
時
30
分

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
中
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
ひ
と
り
５
０
０

円
（
０
歳
以
上
一
律
）
全
席

自
由

５
月
16
日
㈯
よ
り
一
般
発
売
開
始

Ⓒ飯島 隆



毎月 1 回 1 日発行すずかけ・4月号⑸　令和 2 年 4 月 1 日

　みなさまのご意見、ご感想をお寄せ
ください。（なお、ご趣旨に沿って、文章
を修正させていただくことがあります）
★ 〒₆₅₀-₀₀₁₁ 神戸市中央区下山手通

4-₁₆-₃（公財︶兵庫県芸術文化協会
「すずかけ」係へ。

FAX、eメール可★FAX₀₇₈·₃₂₁·₂₁₃₉
eメール： sinkoubu@hyogo-arts.or.jp

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ニ

ュ
ー
ス
だ
ら
け
で
気
分
が
滅
入

る
ば
か
り
で
す
。
展
覧
会
に
行

っ
て
ホ
ッ
と
し
た
い
で
す
。（
神

戸
市
・
Ｋ
）

◆
令
和
元
年
度
兵
庫
県
文
化
賞

を
受
賞
さ
れ
た
平
田
オ
リ
ザ
さ

ん
の
お
じ
い
さ
ま
が
赤
穂
に
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
か
。『
息
継

ぎ
井
戸
（
赤
穂
市
加
里
屋
）』

の
近
く
に
、
昔
「
平
田
薬
局
さ

ん
」
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
と
て
も
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。（
赤
穂
市
・
Ｍ
）

コ
ロ
ナ
で
安
全
保
て
ず
今
年
は
中
止

第2₆₉回

令
和
元
年
度
ふ
る
さ
と
文
化
賞
受
賞
者

西さ
い
ど
ひ
ゃ
っ
こ
く
お
ど
り
ほ
ぞ
ん
か
い

戸
百
石
踊
保
存
会

素
顔
拝
見

　
「
秋
津
百
石
踊
」
は
、
中

断
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、

加
東
市
秋
津
の
秋
津 

住
吉

神
社
な
ど
で
室
町
時
代
か
ら

奉
納
さ
れ
て
い
る
雨
乞
い
祈

願
の
風ふ
り
ゅ
う流
踊
り
。
一
度
催
す

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
た
め
、
今
年
は

中
止
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

加
東
市
秋
津
は
神
戸
か
ら

車
で
北
に
約
１
時
間
の
農

村
。
酒
米
「
山
田
錦
」
の
生

績
が
認
め
ら
れ
、
76
年
に
兵

庫
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
の
保
持
団
体
に
認
定
さ

れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
奉
納
は
干
ば

つ
時
と
不
定
期
な
う
え
後
継

者
不
足
が
重
な
り
、
再
び
活

動
が
低
迷
し
て
き
た
た
め
、

当
時
の
今
田
保
存
会
長
を
中

心
と
し
た
有
志
が
２
０
０
６

年
に
集
ま
っ
て
協
議
、
活
動

再
開
を
決
め
た
。「
次
世
代

を
担
う
青
年
に
引
き
継
ぐ
こ

後
の
午
前
11
時
ご
ろ
か
ら
、

境
内
の
社
の
前
で
始
ま
る
。

音
頭
取
り
の
地
唄
の
歌
声
と

太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
て
、

先
導
す
る
４
人
の
心
棒
打
を

中
心
に
踊
り
子
が
「
入い
り
は
お
ど
り

拝
踊
」

を
踊
り
な
が
ら
入
場
。
体
形

を
整
え
た
後
、「
大
雨
踊
」「
都

踊
」
な
ど
６
曲
を
約
45
分
か

け
て
踊
る
。「
優
美
な
舞
い
、

品
格
と
華
や
ぎ
の
あ
る
踊

り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
金

谷
会
長
、針
木
前
会
長
は「
謡

曲
や
能
楽
を
取
り
込
ん
だ
ゆ

っ
た
り
と
し
た
踊
り
が
特

徴
。
見
せ
場
は
『
小こ
う
た歌
踊
』。

踊
り
に
つ
れ
て
曲
調
が
早
く

な
り
盛
り
上
が
っ
て
い
く
か

ら
で
す
」。
金
谷
会
長
は
地

唄
、針
木
前
会
長
は
太
鼓
を
、

と
も
に
約
30
年
間
も
担
当
し

た
。「
歌
詞
は
残
っ
て
い
た

が
、
音
符
は
な
く
口
頭
伝
承

で
、
他
の
奏
者
と
の
音
合
わ

せ
が
大
変
で
し
た
」と
二
人
。

　

人
口
減
に
よ
る
後
継
者
不

足
が
悩
み
だ
。
西
戸
地
区
は

28
世
帯
、百
人
足
ら
ず
。「
今

産
地
で
知
ら
れ
る
。

　

室
町
末
か
ら
安
土
桃
山
初

期
に
同
神
社
で
発
祥
し
、
神

社
の
氏
子
11
カ
村
の
内
の
８

カ
所
で
唄
や
踊
り
の
違
っ
た

百
石
踊
を
奉
納
し
、
残
り
の

３
カ
村
は
そ
の
手
伝
い
を
し

た
。
踊
り
を
奉
納
す
る
村
は

農
水
路
が
整
備
さ
れ
る
に
つ

れ
て
減
少
。
明
治
中
期
以
後

は
西
戸
地
区
の
み
の
伝
承
と

な
り
、
幻
の
神
事
芸
能
と
い

わ
れ
る
状
況
が
長
く
続
い

た
。
そ
こ
で
、
体
験
者
の
古

老
ら
が
１
９
５
６
年
に
保
存

会
を
結
成
し
、
県
内
外
で
伝

承
活
動
を
始
め
た
。
そ
の
功

１
人
、
羯か
っ
こ
う
ち

鼓
打
・
花
笠
各
２

人
、
地
唄
（
音
頭
取
り
）
１

人
、踊
り
子
10
余
人
。
昔
は
、

出
演
者
は
西
戸
村
で
生
ま
れ

た
若
者
で
、
長
男
だ
け
と
さ

れ
、
踊
り
子
は
女
装
し
て
踊

っ
た
。
し
か
し
、
若
者
は
村

外
に
出
る
な
ど
で
人
数
が
揃

わ
な
く
な
っ
た
た
め
、近
年
、

踊
り
子
は
女
性
に
、
花
笠
は

女
子
児
童
、
羯
鼓
打
は
男
子

児
童
の
担
当
に
な
っ
た
。

　

踊
り
は
、
本
殿
で
の
神
事

と
で
、
ふ
る
さ
と
の
魅

力
再
発
見
と
地
域
社
会

の
再
構
築
に
よ
る
住
民

の
結
び
つ
き
が
図
ら
れ

る
」
と
の
思
い
か
ら
だ

っ
た
と
い
う
。
13
年
に

「
秋
津
百
石
踊
保
存
会
」

か
ら
「
西
戸
百
石
踊
保

存
会
」
に
名
称
を
変
更

し
た
。

　

出
演
者
は
、
心し
ん
ぼ
う
ち

棒
打

４
人
を
中
心
に
太た
い
こ
う
ち

鼓
打

春
、
小
学
生
は
６
年
の

女
児
２
人
。
深
刻
で
、

頭
が
痛
い
で
す
」
と
金

谷
会
長
。
受
賞
に
つ
い

て
「
名
誉
あ
る
賞
を
い

た
だ
き
、
光
栄
で
す
。

近
隣
の
市
で
も
感
染
者

が
出
て
お
り
、
中
止
は

や
む
を
得
ま
せ
ん
が
、

知
恵
と
努
力
で
次
世
代

に
伝
え
ま
す
」

心棒打が次の踊りの演目を告げて廻る
「ふれ」をした後、優美に舞い踊る

奉納後、記念撮影する当時の保存会
会長、区長、西戸百石踊メンバーと
秋津 住吉神社宮司（₂₀₁₁年）

と
米
百
石
分

の
経
費
が
か

か
る
こ
と
か

ら「
百
石
踊
」

と
名
付
け
ら

れ
た
ら
し
い
。

本
番
は
４
月

29
日
㈬
だ
っ

た
が
、
保
存

会
は
３
月
23

日
の
役
員
会

贈呈式後、表彰楯を前に記念撮影する
金谷隆志・西戸百石踊保存会長（₆₂＝
右）と針木功前会長（₇₂）。兵庫県くすの
き賞、東条町コスモス賞受賞。₂₀₁₁年か
ら毎年4月₂₉日に秋津 住吉神社で神事
として奉納が続き住民ら₂₀₀人でにぎわう。

播磨大中古代の村リニューアル記念 特別展

弥生時代って知ってる？
—₂,₀₀₀年前のひょうご—

兵庫県立考古博物館
4 月₁₈日㈯～ ₇ 月 ₅ 日㈰

　

近
年
の
研
究
の
進
展
に
よ

り
、
弥
生
時
代
は
１
０
０
０
年

以
上
の
長
い
時
代
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
陸
と
の

交
流
を
背
景
に
水
田
稲
作
や
金

属
の
使
用
が
は
じ
ま
り
、
ム
ラ

か
ら
ク
ニ
へ
と
、
現
在
の
暮
ら

し
の
元
と
な
る
大
き
な
社
会
の

変
化
が
起
こ
っ
た
時
代
で
す
。

　

本
展
で
は
、
歴
史
を
学
ぶ
こ

ど
も
た
ち
を
含
め
、
幅
広
い
年

齢
層
が
興
味
が
も
て
る
よ
う
、

弥
生
時
代
の
様
々
な
ト
ピ
ッ
ク

を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
４
月
18
日
㈯
～
７
月

５
日
㈰

【
観
覧
時
間
】
９
時
30
分
～
18

時
、
入
場
は
17
時
30
分
ま
で

【
休
館
日
】
月
曜
日
、
た
だ
し

５
月
４
日
（
月
・
祝
）
は
開
館

し
、
５
月
７
日
㈭
閉
館

【
観
覧
料
】一
般
５
０
０
円
、
大

学
生
４
０
０
円
、
70
歳
以
上
２

５
０
円
、高
校
生
以
下
無
料（
各

種
割
引
有
り
）
☆
当
協
会
友
の

会
会
員
は
４
０
０
円

【
場
所
】
兵
庫
県
立
考
古
博
物

館
（
加
古
郡
播
磨
町
大
中
）
☎

０
７
９
・
４
３
７
・
５
５
８
９

金印「漢委奴国王」（国宝）福岡県志賀島出土
展示は複製品

　

兵
庫
県
立
美
術
館
の
前
身
で

あ
る
近
代
美
術
館
は
現
・
原
田

の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
場
所
で
、

１
９
７
０
年
に
開
館
し
ま
し

た
。
以
来
、
節
目
ご
と
に
名
作

展
、
名
画
展
、
秀
作
展
な
ど
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

開
館
50
年
に
あ
た
る
本
年

は
、
作
品
の
評
価
の
変
遷
や
、

受
容
の
さ
れ
方
、
あ
る
い
は
作

者
と
作
品
へ
の
関
心
が
遠
の
く

さ
ま
に
も
注
目
し
な
が
ら
、
名

品
と
は
何
か
、
そ
し
て
美
術
館

お
よ
び
観
覧
者
に
と
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
可
能
性
を
持
ち
う
る

の
か
を
探
り
ま
す
。
館
収
蔵
品

も
ま
じ
え
、
各
地
の
主
要
美
術

館
か
ら
借
用
し
た
作
品
約
１
０

０
点
を
展
示
。

【
会
期
】
４
月
11
日
㈯
～
６
月

７
日
㈰

【
開
館
時
間
】

10
時
～
18
時

（
金
・
土
曜
日

は
20
時
ま
で
）、

入
場
は
閉
館
の

30
分
前
ま
で

【
休
館
日
】
月

曜
日
、
た
だ
し

５
月
４
日
（
月

・
祝
）
は
開
館

し
、
５
月
７
日

㈭
休
館

【
観
覧
料
】
一
般
１
３
０
０
円
、

大
学
生
９
０
０
円
、
70
歳
以
上

６
５
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

☆
当
協
会
友
の
会
会
員
は
１
１

０
０
円

【
場
所
】
兵
庫
県
立
美
術
館
☎

０
７
８
・
２
６
２
・
０
９
０
１

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
チ
ケ
ッ
ト
を

抽
選
で
５
組
10
人
に
。
応
募
方

法
は
本
紙
３
面
。
10
日
㈮
必
着

神
戸
に
生
き
る吉

見
敏
治
洋
画
展

　

氏
が
、
少
年
時
代
に
経
験
し

た
神
戸
空
襲
か
ら
、
戦
後
社
会

の
重
苦
し
い
閉
塞
感
や
精
神
的

な
軋
轢
を
表
現
し
た
抽
象
画

「
壁
」
シ
リ
ー
ズ
と
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
自
ら
が
被
災
者

と
な
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
壊

滅
し
た
神
戸
の
街
を
黒
と
白
の

濃
淡
で
描
い
た「
震
災
記
録
画
」

を
展
示
。

【
会
期
】５
月
16
日
㈯
ま
で
（
日

曜
・
祝
日
は
休
館
）

【
開
館
時
間
】９
時
～
17
時
（
土

曜
日
は
10
時
～
16
時
）

【
観
覧
料
】
無
料

【
場
所
】
兵
庫
県
公
館
県
政
資

料
館
「
兵
庫
の
文
化
」
展
示
室

（
展
示
室
７
）

【
吉
見
敏
治
氏 

略
歴
】

神
戸
市
出
身
、
抽
象
画
と
具
象

画
の
両
面
で
活
躍
さ
れ
る
吉
見

敏
治
氏
。
兵
庫
県
洋
画
団
体
協

議
会
の
代
表
と
し
て
、
洋
画
家

同
士
の
交
流
・
研
さ
ん
や
後
進

の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の

開
設
・
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
ほ

か
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
の

被
災
地
へ
色
紙
を
届
け
る
援
助

活
動
を
率
先
し
て
行
う
な
ど
、

文
化
振
興
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
兵
庫
県
功
労
者

表
彰
受
賞
、
平
成
30
年
兵
庫
県

文
化
賞
受
賞
。

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
企
画

県
民
部
秘
書
課
儀
典
室
☎
０
７

８
・
３
６
２
・
３
８
２
３

和田三造《南風》₁₉₀₇年　油彩・キャンバス
東京国立近代美術館 蔵　重要文化財

金印「漢
かんのわのなのこくおう
委奴国王」

　江戸時代、博多湾に浮かぶ志
し か の し ま
賀島で発見

されました。金印に刻まれた「漢委奴国王」
の5つの文字から、漢の皇帝が委奴国王に与
えた印であることがわかります。中国の歴史
書『後漢書』には建武中元2年（紀元後57年）
に光武帝が委奴国王に印を与えたことが書
かれており、この金印のことと考えられてい
ます。

兵庫県立美術館

特別展

開館₅0周年 超・名品 展

4 月₁₁日㈯～ ₆ 月 ₇ 日㈰

兵
庫
県
公
館



お
出
か
け
ち
ょ
っ
と
メ
モ

香
り
の
島
に
映
え
る
橙

だ
い
だ
い

色
の
花
畑

　

淡
路
市
釜
口
の
カ
レ
ン
デ

ュ
ラ
が
咲
く
花
畑
は
、
大
阪

湾
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ
り

ま
す
。
花
の
濃
い
オ
レ
ン
ジ

色
が
海
の
青
に
よ
く
映
え
ま

す
。
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
の
別
名
は

ト
ウ
キ
ン
セ
ン
カ
。
こ
の
名
を

聞
け
ば
、
あ
の
花
か
と
う
な

ず
く
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
「
今
年
は
１
か
月
ぐ
ら
い

花
が
早
い
。
や
っ
ぱ
り
暖
冬

で
す
」

　
「
淡
路
島
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
」

と
名
付
け
て
栽
培
を
続
け
る

廣
田
久
美
さ
ん
（
76
）
は
花

づ
く
り
50
年
以
上
の
超
ベ
テ

ラ
ン
で
す
。
し
か
し
、
７
年

前
に
転
機
が
訪
れ
ま
し
た
。

見
て
い
た
テ
レ
ビ
で
房
総
半

島
で
は
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
を
食

用
に
し
て
い
る
と
知
り
、
ビ

ッ
ク
リ
仰
天
。
す
ぐ
さ
ま
現

地
へ
飛
び
、
切
り
花
以
外
の

多
様
な
用
途
を
学
ん
だ
の
で

し
た
。

　

生
産
か
ら
加
工
販
売
ま
で

を
手
掛
け
る
６
次
産
業
化
に

取
り
組
み
ま
す
。
２
０
１
５

年
に
は
農
林
水
産
大
臣
の
総

合
化
事
業
計
画
の
認
定
を
受

け
る
ま
で
に
認
知
さ
れ
ま
し

た
。

　

関
西
で
は
主
に
切
り
花
と

し
て
仏
事
用
に
使
わ
れ
ま

す
。
だ
が
、
関
東
は
お
祝
い

用
だ
そ
う
で
す
。欧
米
で
は
、

第₁₉₅回

「
魚う
お
し
げ繁
」
で
海
鮮
丼
セ
ッ
ト

を
食
し
ま
し
た
。
新
鮮
な
さ

ま
ざ
ま
な
魚
を
盛
っ
た
ど
ん

ぶ
り
の
ほ
か
、
山
芋
を
お
と

し
た
モ
ズ
ク
、
ネ
ギ
と
エ
ビ

の
あ
え
物
、
ア
サ
リ
の
赤
だ

し
、
そ
れ
に
デ
ザ
ー
ト
が
つ

い
て
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ん
に
人
気
の
、
シ

カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
（
ト
ウ
キ
ン
セ
ン
カ
）
、
海
鮮
丼
、
香
木
の
話
伝
わ
る
枯

木
神
社
、
お
線
香
の
全
国
シ
ェ
ア
７
割
、
懐
か
し
い
玩
具
吹
き
戻
し

毎月 1 回 1 日発行 すずかけ・4月号 令和 2 年 4 月 1 日　⑹

薫寿堂●

●廣田農園

●吹き戻しの里

枯木神社

薫寿堂●

●廣田農園

●吹き戻しの里

魚繁魚繁

枯木神社
28

東浦ＩＣ

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道

31

▼
淡
路
島
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ

の
廣
田
農
園
＝
淡
路
市
釜

口
₇₆
。
神
戸
淡
路
鳴
門
自

動
車
道
東
浦
Ｉ
Ｃ
を
降
り

て
₁₀
分
ぐ
ら
い
。
見
ご
ろ

は
₄
月
末
ま
で
。
体
験
摘

み
取
り
が
で
き
る
。
₁
回

₅
千
円
。
鑑
賞
は
千
円
で

切
り
花
の
お
土
産
付
き
。

☎
₀
₇
₉
₉
・
₇
₄
・
₂

₈
₉
₆

▼
魚
繁
＝
淡
路
市
志
筑
新

島
₆
︱
₇
。
昼
₁₁
時
～
₁4

時
、
夜
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン

₁₇
時
～
₂₀
時
、
宴
会
場

︵
要
予
約
︶
₁₇
時
～
₂₁

時
。
水
曜
定
休
。
☎
₀
₇

₉
₉
・
₆
₂
・
₀
₀
₃
₅

▼
枯
木
神
社
＝
淡
路
市
尾

崎
。
社
務
所
は
な
い
。
神

社
の
道
を
隔
て
た
山
側
に

車
₂
台
分
ぐ
ら
い
の
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
。

▼
薫
寿
堂
＝
淡
路
市
多
賀

₁
₂
₅
₅
︱
₁
。
神
戸
淡

路
鳴
門
自
動
車
道
津
名
一

宮
Ｉ
Ｃ
か
ら
₁₀
分
。
☎
₀

₇
₉
₉
・
₈
₅
・
₁
₃
₀

₁
。
お
客
様
窓
口
☎
₀
₁

₂
₀
・
₇
₅
₆
・
₅
₈
₃

▼
吹
き
戻
し
の
里
＝
淡
路

市
河
内
₃
₃
₃
︱
₁
。
神

戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
東

浦
Ｉ
Ｃ
か
ら
₁₀
分
。
高
校

生
以
上
₈
₀
₀
円
、
子
ど

も
₄
₀
₀
円
。
☎
₀
₇
₉

₉
・
₇
₄
・
₃
₅
₆
₀

め
ば
お
香
づ
く
り
の
体
験
が

で
き
ま
す
。

　

吹
き
戻
し
の
里
へ
行
き
ま

し
た
。
淡
路
島
に
行
く
機
会

が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
一
度
訪
ね

て
み
た
い
と
願
っ
て
い
た
と

魚繁「海鮮丼セット」
（₁₈₇₀円、税込み）

ラ
ス
や
サ
ク
ラ
マ
ス

を
使
っ
た
幕
明
け
丼

は
４
月
か
ら
だ
、
と

お
店
は
言
い
ま
す
。

　

海
鮮
丼
は
ボ
リ
ュ

ー
ム
た
っ
ぷ
り
、
お

腹
い
っ
ぱ
い
と
な
り

ま
し
た
。

　

食
後
は
島
を
横
断

し
西
海
岸
に
出
て
、

枯
木
神
社
に
行
き
ま

し
た
。
き
ら
き
ら
と

花
か
ら
抽
出
さ
れ
た
エ
キ
ス

が
粘
膜
の
損
傷
な
ど
に
効
く

と
さ
れ
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の

時
代
か
ら
人
々
に
愛
用
さ
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
「
課
題
は
販
売
で
す
ね
」。

花
を
な
で
な
が
ら
廣
田
さ
ん

は
語
り
ま
し
た
。

　

お
昼
は
淡
路
市
志
筑
の

木
片
は
香
木
で
し
た
。
島
の

人
た
ち
は
い
ま
、
淡
路
島
を

「
か
お
り
発
祥
の
地
」
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　
「
香
り
の
つ
な
が
り
」
で
、

枯
木
神
社
か
ら
南
へ
、
お
線

香
を
つ
く
る
薫
寿
堂
へ
い
き

ま
し
た
。

　

建
物
を
一
歩
入
る
と
、
い

い
香
り
が
し
ま
す
。
本
社
と

と
も
に
工
場
が
あ
り
、
お
線

こ
ろ
で
す
。

　

お
も
ち
ゃ
の
吹
き
戻
し
は

お
祭
り
の
縁
日
な
ど
で
誰
も

が
手
に
し
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
吹
き
戻
し
は
、
日

本
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
、

ス
ペ
イ
ン
、
中
国
な
ど
に
も

あ
る
と
知
っ
て
、
驚
き
ま
し

た
。
吹
き
戻
し
の
里
で
は
、

工
場
見
学
と
吹
き
戻
し
を
つ

く
る
体
験
が
で
き
ま
す
。

そ
ば
に
あ
り
ま
す
。

　

日
本
書
紀
に
は
、
推
古
天

皇
の
こ
ろ
（
６
世
紀
末
）、

木
片
が
海
岸
に
漂
着
し
、
人

々
が
な
に
げ
な
く
火
に
燃
や

す
と
よ
い
香
り
が
漂
っ
た
の

で
、
驚
い
た
人
々
は
木
片
を

火
か
ら
取
り
出
し
朝
廷
に
献

上
し
た
、と
あ
る
そ
う
で
す
。

「淡路島カレンデュラ」を栽培する廣田
久美さん

香
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
線
香

は
淡
路
島
の
特

産
の
一
つ
で
、

全
国
７
割
の
シ

ェ
ア
を
誇
り
ま

す
。

　

材
料
を
混
ぜ

る
と
こ
ろ
か
ら

成
型
し
乾
か
し

て
検
品
し
出
荷
す
る

と
こ
ろ
ま
で
ひ
と
と

お
り
工
程
を
見
ま
し

た
。
事
前
に
申
し
込

音楽会、講演会、研修会、展覧会、パーティーなどにご利用いただけます。
ホール専用（2台）のプロジェクター（レーザー光源 5,200ルーメン）を導入。（無料）
会議室専用（3台）のプロジェクター（レーザー光源 5,000ルーメン）も導入。（無料）

9階けんみんホール（360席）

駐車場37台完備（24時間営業）

11階パルテホール（150席）

同窓会や
パーティー等の会場を
お探しの幹事さんへ

お申込み・お問い合わせ

※空室情報はホームページで随時更新中

T E L. 078-321-2131
FAX. 078-321-2138

http://hyogo-arts.or.jp

■ 着席：15卓150名
■ 立食：20卓200名

〒650-0011  神戸市中央区下山手通4丁目16番3号
地下鉄山手線「県庁前駅」下車すぐ、JR神戸線「元町駅」・阪神本線「元町駅」下車、北へ徒歩約7分

兵
庫
県
民
会
館

新しいピアノや反響板を設置し、リニューアル
して生まれ変わりました。

講演会、研修会、パーティー会場とし
てご利用いただけます。

兵庫県民会館の会議室を利用し、
レストランに宴会・パーティー料
理を注文された場合、条件があ
えば、会議室の利用料をレストラ
ンが負担します。

完成イメージ図

枯木神社

薫寿堂

光
る
播
磨
灘
の
す
ぐ

吹き戻しの里

　

宝
塚
ガ
ー
デ
ン
フ
ィ
ー
ル

ズ
跡
地
に
、
宝
塚
市
の
新
た

な
文
化
の
創
造
と
市
民
交
流

の
場
と
な
る
施
設
「
宝
塚
市

立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
２
階
に
は
、
美

術
作
品
を
は
じ
め
体
験
型
の

企
画
な
ど
様
々
な
展
示
が
で

き
る
メ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
、
１
階
に
は
市
民
の
文
化

活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
利

用
で
き
る
サ
ブ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
創
作
体
験
が
で
き
る
ア
ト

リ
エ
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど

を
設
け
、
気
軽
に
ア
ー
ト
を

楽
し
め
る
施
設
で
す
。

　

さ
ら
に
、
宝
塚
ガ
ー
デ
ン

フ
ィ
ー
ル
ズ
時
代
か
ら
の
樹

木
や
植
物
、
せ
せ
ら
ぎ
を
生

か
し
た
メ
イ
ン
ガ
ー
デ
ン
を

中
心
に
、
芝
生
広
場
や
屋
上

庭
園
な
ど
を
整
備
し
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
花
と
緑
の

中
で
良
質
な
文
化
・
芸
術
に

触
れ
な
が
ら
多
様
な
人
た
ち

と
交
流
で
き
る
居
心
地
の
良

い
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開

館
記
念
展
は
「
宝
塚
の
祝
祭

Ⅰ︲G
reat A

rtists in 
Takarazuka︲

」
と
題
し
、

世
界
で
活
躍
す
る
宝
塚
ゆ
か

り
の
６
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

【
会
期
】
４
月
19
日
㈰
～
６

月
14
日
㈰

【
開
館
時
間
】
10
時
～
18
時

（
入
場
は
閉
館
の
30
分
前
ま

で
）
※
庭
園
内
メ
イ
ン
ガ
ー

デ
ン
は
17
時
ま
で

【
休
館
日
】
水
曜
日
（
た
だ

し
４
月
29
日
、
５
月
６
日
は

開
館
）

【
入
場
料
】一
般
１
０
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料
※
庭
園
お

よ
び
共
用
部
分
は
入
場
無
料

【
場
所
】
宝
塚
市
武
庫
川
町

地域の文化情報

宝塚市立文化芸術センター
₄.₁₉ グランドオープン

阪神北

7
番
64
号

【
ア
ク
セ
ス
】
阪

急「
宝
塚
南
口
駅
」

よ
り
徒
歩
約
７

分
、
Ｊ
Ｒ
・
阪
急

「
宝
塚
駅
」
よ
り

徒
歩
13
分

【
問
い
合
わ
せ
】

宝
塚
市
立
文
化
芸

術
セ
ン
タ
ー
☎
０

７
９
７
・
６
２
・

６
８
０
０


